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1.国語科における「めあて」

児童に,国語科における自己教育力を育てることを目標として,昨年来言語能力を身につけさ

せるための教材開発,音読指導,言語事項の指導などに力を入れてきた。本年度は,これらの取

り組みに加えて,自らの力で学習の「めあて」を明確にさせ,解決し,自己評価ができる力を身

につけさせる取り組みを試みてきた。特に学習の「めあて」をはっきりさせることが,学習意欲

を持たせるうえで大切なことであると考え,学習の丁めあて」を明確にさせるための場づくりを

考えてきた。

ここで言う学習の「めあて」とは,単元なり題材においてわきあがったイメージや疑問,解決

しなければならないこと,解決することによって児童が達成感・成就感を味わいうるもの。「やっ

た」「できた」と自覚できる課題と考える。こうした学習の「めあて」の範囲としては,

ア,単元あるいは,題材全体の「めあて」……その単元あるいは,教材や力とすべきもの。

ィ,一時間ごとの「めあて」……単元あるいは,題材から導き出される一時間ごとの「め

あて」

ウ,学習活動をすすめていくための具体的方法としての「めあて」…一時間ごとの「めあ

て」を解決していくための「めあて」

の三つを考えている。

こうした学習の「めあて」と「めあて」の範囲を明確にして学習にとりくみ,児童に達成感・

成就感を持たせる学習に取り組むと,どんな効果が期待できるであろうか。ある児童は,自分で

学習の「めあて」を考えていくことについて,次のように書いている。

「めあて」を考えることは,今までに何度もしたが,私は,この「めあて」は自分でもすばら

しいと思うものを考えたことはありません。でも,文章から考え出す「めあて」は好きです。

今度は,班で「めあて」を考えるそうですが,とても楽しみです。国語の授業が楽しみです。

国語の時間は,登場人物の気持ちが表われている表現に線を引き,みんなが学習の「めあて」

を考えました。私は,一つの所でてまどって,あまりたくさんできませんでしたが,「めあて」

を考えるのが,とっても楽しかったです。みんなの考えた「めあて」の中には,本当に全文を

読んで考えなければいけないむずかしい「めあて」もありました。このめあてをもとに明日か

ら登場人物の気持ちを読みとっていく勉強です。がんばります。

学習の「めあて」をはっきり自覚させて学習に取り組むことについて児童は,一人ひとりの能

力に応じた「めあて」を考え,それを解決することにより,単元や題材を自分の力で学習できた

と考えると思う。このような取り組みを続けていくことにより,自ら国語を学び,国語の学習方

法を身につけた子供が育っていくものと考える。

学習の「めあて」を児童に考えさせ,解決していく取り組みは,自己教育力でいう個の確立と

いうことにつながっていく。自己教育力とは,自己を自己がきたえていく力であるととらえると
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自分で自分をきたえていくことにな草。児童一人ひとりが,学習の「めあて」をはっきりつかみ

自分の力で解決していぐことをくり返すことにより,より高度な学習の「めあて」をつくり、だす

ことができる。,つま.り,児童の言語能力をより高めていくことができるということにつながって

いくであろう。

2.「めあて」をつかませるために。(学習の「めあて」を明確にするための教師の立場)

学習の「めあて」を児童のものにするために,教師は,どういうことを考え,・いつ場づくりを

すべきであろうか。,・

▼まず考えなければならないのは,教師が,-単元や題材で児童に-どんな力をつけさせるカを明確

に持っておく必要があることである。そのうえで児童の学習意欲をひきだすための場づくりをす

ることが大切と▼なる。そのため授業に取り組ませる中で教師が考えておくべきことを,次の四点

にしぼってみた。

ア.単元のねらいを教師がしっかり持って,児童に何を身につけさせるか明確にしておくこ

と・。し

ィ.国語科で大切にしなければなちない言語能力を高めるた吟の基礎的,基本的なことがら

を木柳こする中で,学習のイめあて」、草つかませる場_を考える。

ウ.学習の「めあて」を集約し共通意識を持って学習に取り組ませるための方法を工夫する。

早.児童自身が,「やった。」「できた言と一言えるような学習の「めあて」にするために,学

習活動や指導方法を工夫し,児童が自己評価しやすいように授業を構成する。

・以上のことがらを教師串ゞしっかり時って学習時導計画を考え,児童に学習の1「、めあて」を考え

させていく場づくりをしてみた。

学習の「めあて」を児童にはっきりと持たせるための場は,どんな場が予想されるであろうか。

本校が実践してきた場は,次の通り_である。

学習の「ゆあて」設定の場面。<国語科として・>

(1)生活経験を話し合う中から,学習の「めあて」を見つけだす方法。

・自分の身の回りから題材をみつけ,取材活動に取り組ませ,これと並行して多くの例文を提

示する。(表現活動での学習の_「めあて」づくり)

(2)単元や教材を学習していく最終目標を明確にし,そこに到達するまでにどの・ようを学習の「め

あて」が考えられるかを見つけだす方法。

・カルタ作り,詩集づくりを逸して,表現や,詩をどのように読ませ,何を調べてまとめあげ

-　ていくかを提示するb(言語表現活動での学習のイめあて」づく・り)

(3)単元名あるいは,、,題材名から考えられることを話し合い見つけだしていく方法。・

・~主題についての考えをまとめていくために,÷時間ごとの「めあて」を決めて,一人調べを

すすめていく中で解決したいこと,話し合いたいことを,教師が集約して,.・視点をはっきり・さ

せる。(理解を中心にした活動での学習の「めあて」づくり-「

.(4)一読後の感想を話し合う中から,感想を類別し,学習のすすめ方を話し合い,表現に着目で

きるように助言を加えるヰから見つけだす方法。

・学習の「めあて」が予想される場面を教師があらかじめ持っていて児童た提示していく。

∴児童の感想などを分類し,対立した意見をとりあげて解決しなければならない上せを餉示す

るこ多くの考えの中からあ・る密度「めあて」を・'しぼりこむ土とた注意しなければならない。ほっ

ておくと一人ひとりがばらばらになり,学習としてのまとまりだ欠ける。▼一つに'まとめよう・と

・する'と∴まとめられなかった意見の者の意欲をそぐことになってし1まう恐れがあ・る。・

(理解を中心とした活動での学習の「めあて▼」づくり)
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3.実践事例1　-くらしの中から　　学図3下-

(1)単元について

本単元は,調べるという学習を軸とした,「表現」と「理解」の関連単元である。第3学年で

は,「開いたり読んだりした内容から,文章に書く素材を見つけ出して書こうとすること」が,

表現に発展させる関連事項として示されている。これを受けて単元カ†構成されている。

教材として,冬から春へ(説明文),せつめいを書くには(解説文),うちのじいちゃん(作

文)の3つを取り上げている。これらの作品をもとに,日常生活から取材し,中心点のはっき

りした文章構成をし,適切な表現ができることをねらっている。

指導目標は,次の通りである。

◎　開いたり読んだりした内容から,文章に書く素材を選んで書くことが出来るようにする。

1.説明文をいくつかのまとまりに分け,それぞれの要点を読み取ることが出来るようにする。

2.作文の取材,選材,構想のたてかたがわかるようにする。

3.メモをもとにして,1'事柄を選び整理して文章を書くことができるようにする。

この中で,特に重視したいことは,取材指導である。書く材料を見つけておくことは,文章

を書く時に決め手となるからである。

(2)めあて作り

年間計画では,1月に扱うことになっているが,取材活動はそれ以前から指導しなければな

らない。2週間の冬季作業中には,多くの伝統的行事やそれぞれ家庭の計画がある。この期間

を使い,作文の題材にあることを見つけてメモをさせようとした。身の回りのことを題材に作

文を書こうと投げかけても,答えは,「書くことがない。」ということが多い。いちばん書きた

いことは,一人ひとり違うのが当然だが,ここでは主題を「くらしの中から」と関連づけて,

教師が正月を中心とした行事・予定に焦点をあてた。2学期の終わりに,この単車の概要を説

明し,「正月調べをもとに作文を書こう」ということを投げかけた。自分の身の回りから書く材

料を見つけるために取材活動に取り組ませ,これと並行して多くの例文を提示しながら,学習

の「めあて」を見つけ出す方法を考えたのである。でき上がった作品の発表や文章作りをする

ためには,どのような学習が考えられるか話し合ってみた。取材活動では,一人ひと-りが正月

の行事を調べメモを書こう。したこと・見たこと・問いたこと・調べたこと・考えたことを書

こう。教科書からは,作文(説明文)の書き方を知ろう。記述段階では,メモをもとに,いち

ばん書きたいことを組み立てを考えて文章を書こう。などの柱ができた。

(3)学習計画　　　(28時間扱い)

第1次　学習計画をたてる。取材活動を始める。

第2次　「冬から春へ」を読み取り,構成を知る。

第3次　せつめいの書き方を理解する。

第4次　「うちのじいちゃん」を読み,文体や組みたてを理解する。　　　4時間

第5次　取材メモをもとに作文を書く。　　　　　　　　　　　　　　　　6時間

(4)指導の実際

(彰　取材

3学期の初めに,取材メモを回収した。取材メモには,取材する項目として次のようなこ

とをあげておいた。

◎　自分の町や村の正月・よその町や村の正月

◎　家族やしんせきのこと(親・祖父母・兄弟姉妹・おじさん・おばさんなど)

◎　正月を中心とした行事など
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一枚のメモ用紙に,一つの題材について,したこと・見たこと・開いたこと・調べた与と

などを書きこめるようにしておいた。調べた方法は,実体験,本で調べる,家族に聞く,1関

係者に聞く,新開・広告を集める,.ラジオ・テレビりを見るな.どがあっなら

調べた項目は,集計すると次の嘩りである。

・正月の準備・大そうじ・クリ.スマス・・・もちつき・かがみもち・牛越そば・大

みそか・しめなわ・しめかざり`・・.門松一・初もうで・破魔矢・初日の出・・ぞう

に・おとそ・お年玉・年賀状・初夢・年始回り　・茶会・書き初め、・・ししま

い　・七草がゆ　・出初め式

・正月の遊び(たこあげ,こま回し,はねつき,百人一首,ト_ランプ,花札など)

・旅行して一、(大叫の町,rおばあちゃんちの正月,ぞうに、のちがい)

よく調べた子のメモは,他の子にも参考になるので印刷して配った。図1は,その一部で

ある。
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取材は,3学期に入っても続けた。たとえば,小正月,とんど,成人の日,バレンタイン

ノデ∴などである。日記や取材メモが提出されると,帰りの会で紹介した。し一人のアイデアが

多くの子にヒントを与えた。節分の数日前から広告を集めた子は,'いわしの安売りや豆まき

の由来たっいて書いてきた。(図2)

〔図2〕

節
分
で
使
う
物
と
い
え
ば
、
い
わ
し
、
木
の
ひ
い
ら

ぎ
の
葉
な
ど
で
す
。
ひ
い
ち
ぎ
の
葉
は
売
っ
た
り
し
な

い
け
ど
、
こ
う
こ
く
の
一
部
に
よ
る
と
、
い
わ
し
が
安

く
な
り
」
　
今
ま
で
は
つ
は
い
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
豆
が
、

急
に
出
だ
し
ま
し
た
。

こ
う
こ
く
に
は
書
い
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

他
、
豆
を
入
れ
る
物
と
か
、
お
に
の
面
は
、
サ
ー
ビ
ス

に
た
だ
で
く
れ
る
店
も
あ
り
ま
す
。

っ
た
り
す
る
の
を
、

き
き
ま
す
。

河
野
里
枝
子

節
分
近
く
な
る
と
、
1
節

分
に
使
う
物
な
ど
が
、
こ

う
こ
く
や
、
テ
レ
ビ
の
せ

ん
で
ん
や
、
ラ
ジ
オ
で
い

こ
う
こ
く
を
見
て

冬
か
ら
春
へ

三一品溺野蒜

-24　一

「
節
分
の
こ
う
こ
く
は
な
ぜ
.
今
か
ら
、
せ
ん
で
ん
す

る
の
か
。
」
に
.
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

耳
　
ほ
か
の
お
濁
せ
よ
り
早
く
せ
ん
で
ん
し
て
、
人
を

た
く
さ
ん
よ
ぶ
た
め
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
.
。

わ
け
は
.
、
ほ
か
の
店
に
客
を
と
ら
れ
た
く
な
い
切

で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
し
よ
う
ば
い
だ
か
.
ら
こ
う
だ

と
思
い
ま
す
。

固
　
こ
う
こ
く
一
に
は
、
′
一
「
福
」
と
か
「
節
分
」
と
か
「
豆
」

と
か
二
月
三
日
の
節
分
に
か
ん
け
い
あ
る
こ
と
ば
が

大
き
な
字
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ほ
か
.
の
せ
ん
で
ん
よ
り
、
さ
き
に
人
が

目
を
つ
け
、
そ
こ
に
か
い
に
い
く
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。 節

分
の
こ
う
こ
く

植
野
　
宏
恵



②　教科書教材

指導計画の第2次から第4次までは,教科書教材による学習である。

「冬から春へ」は,節分の行事や由来について書いた説明文である。段落ごとに要点を整理

しながら,説明文の組みたてを理解させる。各時間に硯写を取り入れ,重要語句・中心文を

見つけ,小見出しをつけていく。段落相互の関係を知り,構成を考えさせることは,作文を

書く時の逆思考となる。

「せつめいを書くには」は,解説文である。既習の作文「夕食作り」と比較しながら,説明

風の文章を理解させる。

「うちのおじいちゃん」は,児童の作文で,事実と感想の書き方・文末表現・組みたて・主

題等をぬき出させる。文の形は,敬体と常体,現在形と過去形,推定と伝聞などの書き表し

方をおさえておく。調べたことを書くには,これらの表現を使い分ける必要があるからであ

る。

③　組みたて・記述

自分で調べたことや人から開いて知ったことなどから,自分が書きたいことは何か。いち

ばん書きたいことを,初めに決めなければならない。取材する前に決定していれば,取材は

スムーズにいく。焦点づけて調べているので,取材が終われば,ほとんど組みたても完成し

ている。しかし,そういう子は少なく,複数の項目を書こうか,それとも一つの行事をくわ

しく書こうかなどと迷っている二組みたては,いちばん書きたいことはなにか,項目はどれ

を入れるか,書く順序はどうするのか,書き出しの工夫は何がいいか,題名は何にするか,

文の形は敬体か常体かなどを考えさせた。自分が調べたことを中心に,他の子の資料を加え

て組みたての概略が決まると,ほとんどの子が,下書きに移った。なかなか書き出せない子

は,調べた内容が少なく乏しい場合か逆に資料が多すぎて,すて去り難い場合であった。前

者は,ほとんど一項目について書き,後者は盛りたくさんだがすじ道を考えて完成させた。

書いていく途中で,つけ加え,削除,変更のある子がいた。組みたてと変わることが不安で

開きにきたのである。自分が書きたいことが,途中で変わるということは,考えること,考

え直すこと,組みたて直してみる活動を行っていると言える。はじめ,中,終わりで組みた

てをしたことが,固定的にとらえ,られているため,いちばん書きたいことはこのような構想

にしたらどうかと考える過程をつぶしかけていたようである。でき上がりはともかく,構想

する力をつけるという意味からその子たちの考えを開き,新たな組みたてを作り記述させた。

下書きは,早くできた者同志で2人組を作り,推敲しあい訂正後清書した。

(5)「くらしの中から」と作文

「くらしの中から」と完成した作文について,次のようなアンケートをとり,集計した。

rくらしの中から」を学習して
3年　　組　　名前
◇次のしつもんに答えてください。自分の

気持ちを衷していると思う所に

○印をつけてください。
1.正月調べをすることは,おもしろかっ

たですか。　　　　　　　　　　5　4　321

口と答えたわけ　　　　　　l・,・・

2.正月循ペをして自分のためになったと

思いますか。　　　　　　　　　54321
コと答えたわけ　　　　　　　」⊥l⊥・・・」l」

3.教科書の「くらしの中から」を学習し
て,作文に役立ったと思いますか。

口と答えたわけ　　　　　ここここl

4.作文は思ったように書けましたか。

S4321

こと答えたわけ　　　　　　　　L E　~~」」

5.新聞作りは,おもしろかったですか。

S43Zl

コと答えたわけ　　　　　　　　.一°　ご　~　一

6.あなたの書いた作文について答えてくだ

さい。
A.いちばん書きたいことが書け　54321

た。

B.書き出しのくふうができた。

亡.錦べたことを使って書けた。
D.自分の考えや思いが書けた。
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◇くらしの中からを学習

して思ったことを書いて
ください。



完成した作文の自己評価・取材と作文

児

コ由ユji

A B C D

取 嶺

で =

た数

取 ◎

材 鐙

芸 ∴‡

作 文

文 字

の 数 V

×1(粕

段

落

数

題

1 4 5 4 5 5 ◎ 4 5 冬 か ら春 へ

2 5 4 5 5 1 ◎ 、し、5 7 もち つ き

3 1 1 1 1 5 ◎ 9 8 楽 しい正 月

4 4 3 ・ 3 3 1 ○ 4 7 書 きぞ め

5 5 4 5 5 1 ◎ 9 6 年 の か わ りめ

6 4 5 5 5 5 ◎ 4 6 お い しい七 草 が ゆ

7 5 4 5 5 2 ◎ 6 6 もち つ き

8 .3 3 3 3。 1 ○ 4 5 ぼ くの お ば あち ゃ ん

9 3 3 3 .3 3 ◎ 7 5 ク リ▼ス マ ス

10 3 3 3 3 1 ○ 5 5 、 ぼ くの しらべ た こ と

11 5 5 5 5 1 ○ 4 5 初 も うで

12 5 5 5 5 3 ◎ 6 10 ぼ くが しらべ た こ と

13 5 5 5 5 1 ◎ 5 5 お せ ち り ょう り

14 5 5 5 一 5 . 1 ・ ◎ 12 5 . 初 も うで

15 5 5 5 5 1 ◎ 4 9 お 年 玉

16 5 5 5 3 3 ◎ 8 9 ぼ くの 初 もう で

17 '5 3 4 5 4 ◎ ・5 6 大 そ う じ

18 3 4 5 4 1 ○ 4 8 もち つ き

19 4 5 し 5 、 4 5 ◎ 6 7 冬 か ら春 へ

20 5 4 ・ 5 4 1 1 ○ 4 5 お もち つ き

21 5 5 5 5 6 ◎ 6 6 冬 か ら春 へ (大 そ う じ)

22 5 5 5 5 5 ◎ 4 5 L L まし、の意 味 とねか い

23 3 3 3 2 1 ◎ 6 7 お正 月

24 5 5 5 5 5 ◎ 5 9 初 も うで

25 5 4 5 5 5 ○ 4 6 お正 月

26 3 ・ 3 ・3 3 . 5 ◎ 8 ′　6 か が み もち

27 .4 3 5 3 4 ◎ 6 6 大 そ う じ

、28 5 5 5 5 8 ◎ 7 8 お 年 玉 は ど う して !?

29 5 1 5 5 3 ◎ -7 4 うち の お 正 月

30 2 4 ノ3 4 5 ◎ 6 5 年 の か わ りめ と門松

31 3 3 3 2 1 ○ 6 8 ク リス マ ス

32 5 5 5 5 3 ◎ 4 6 冬 か ら春 へ

33 5 5 5 5 10 ◎ 5 10 正 月の か ぎ り(か どまつ )

34 ▼3 2 5 `3 1 ◎ 5 3 お 年 玉

35 5 5 5 5 1 ◎ 7 6 ク リス マ ス 会

36 5 4 5 4 5 ◎ 4 4 1 年 間 の よ ご れ

37 4 3 5 4 6 - ・◎ ・ 7 11 七 草 か ゆ の こ'と

38 5 5 5 5 5 ◎ 1 5 6 ベニズワイガニとオオズワイガニ

39 4 5 2 4 5 ○ 6 7 も　 ち

40 3 3 2 3 4 ◎ 5 6 冬 か ら春 へ

取材した項目数の多少にかかわらず;取材内容がしろかり`して

いれば,作文の内容が充実していた。

多く調べた子は,選んで書けたが,一項目だけ調べ内容が乏し

い'子の瘍合,坤みたてから記述段階で筆が止まりがちだった。
取材内容の乏しい子は,作文のにが手な子に集中していた。

自己評価の割合

A　いちばん書きたいことが書けた

B　書き出しの工夫ができた

C　調べたことを使って書けた

D　自分の考え・思いが書けた

5 とて もよ くで きた

4 まあ まあで きた

3 ふつ う

2 あ ま りで きなか った

1 ほ とん どで きなかった

o A・Cから,取材で書くことをそろ

えておけばよいことがわかるJ

O B・Dでは5の割合が下がる。

書き出しの工夫とは何か,自分の考え

や思ったことをどのように書くかなど

細かいところの指導が必要である。

O「一くらしの中から」を学習して;ある児童は思ったことを次のように書いている。

正月調べ のプ リン トを もらった とき, どうしようかなあ とこまっ.ていて もわか らないので・

お母 さんに言ってみた言 いなかのおばあちゃんやお母 さんの とそ もなか よしのおばちゃんに

もたずねて, いっ.ぱい知 らないことがわか りました。

初 ゆめの ことや初が まの こと, お とそをの まない とけんこうでい られな くなるとか∴いっ

ぱいいろいろなことがわかったので, お もしろかったです。 また, や っそあた,いです。-

-26　-



○　アンケートで5-1と答えたわけをまとめると次のようになる。左側が十,右側が一のわ

けである。

「くらしの中から」学習後の意識調査

0正月調べをすることは、おもしろかったですか。

十と答えたわけ

・調べていくと、歴史がわかった。

0おばあちゃんが楽しく教えてく

れた。

。いろんな県の正月がわかった。

・昔のことを開いて、楽しかった。

ーと答えたわけ

0のんびりしたかった。

eめんどうくさかった。

0教科書の「くらしの中から」を学習

して、作文に役立ちましたか。

・組みたてや段落分けがとてもよ

くわかった。

・作文がにかてだったのにとても

好きになった。

e小見出しをどういうふうに書け

ばいいかわかった。

・書き出しのくふうができた。

。文の長さ、点、丸の使い方がわ

かった。

0はじめ、中、終わりのやり方が

わかった。

。まったく別のことを書いた。

0日分で自由に書きたかった。

㌻三㍉1去童≒排守雄

・正月調べをして、自分のためになったと思いますか。

0知らないことを考えたし、わか

らない所を教えてもらった。

・いろんなことがわかり、作文の

てがかりになった。

0人が調べたことをプリントして

もらったから。

0祖父の死でできなかった。

:定 1

′　′　′　′

ー

巨 5
・作文は思ったように書けましたか。

。冬から春への勉強をして、どう

いうふうに書けばいいかかわか

った。

e会話を入れた。

。一生懸命書いた。

・作文が好き

0にがてだったのに、うまく書け

てうれしかった。

0日分でも思ったよりよかったし、

先生のはげましで自信がついた。

でも、少し不安です。

。いっぱい書きたかったことがな

かった。

0門松などの由来を書きたかった

のに、考えや思ったことが多か

った。

(6)発表

作品は,文集にして保存するとt学習成果が残るとと

もに,他の子の学習成果を知ることができる。また,

できたという満足感は,次の学習意欲へとつながって

いく。完成した作文の自己評価で1や2と答えた子は,

自分に不足している所を学ぶことができる。多くの作

品に接し自分の力を補おうとする態度は大切である。

取材していながら,作文に使わなかったことがたく

さんあった。長期間一生懸命に活動したことを思うと,

そのままにするのは惜しかった。文集作り以外に形と

して残る工夫を考えた。そこで思いついたのが,新開

作りである。作文に使用しなかったメモを生かして,

説明文的新聞作りを,指轟計画外の時間で扱ってみた。
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新聞作りはおもしろかったですか。

・思ったことをいっぱい書ける。

・調べたことを知らせることが

できる。

・自分で書いてみて、記者にな

ったようだから。

・ちらしをはったり、調べたり

するのが楽しかった。

・本物の新聞を作るようだから。

さ
し
∴
l
・
ヒ
1

て
・
セ
・
佗
∵
ウ

}り1rt咄岬もけちと鴇色たし傷む抱劇物

巨書捜追捕結盟漂莞芸畠、
貯t、すさであ∴び瑚

(7)考察

○　単元全体を見通した上で計画を立てたので,取材活動をする目的がはっきりした。単元全

・体の「めあて」と各時間の「めあて」が学密の見通しにつながるとともに意欲化に役立っ1た。

○　教緬ヵi設定した場作りだが,い`ろいろな行事がある時期であったため,それまで何となく

体験していたことに目を向け,自分自身の目で行事をとらえることができた。

○　行事の意味を知らずに過ごして高たが,`⊥度知りたいと思うと∴この期の児童は知識欲が

旺盛で,いろいろな方法でひとり調べを行った。

○　書かされるから,見つけて書こうへと姿勢が変わった。
l

O　取材は,そのままあるいはほとんど手を加えずに作文に生かされた。

○　取材することで,物を見る目が養われ,行事を意識化できた。

〇・二!取材途中で自分の見つけたことが紹介されると自信がわき,他の子のを見ると方向性を思

い出し,ノさら`に意欲がでた。

○　取材項目が多い子や内容がしっかりした子は,取材が構想につながった。

○　教科書教材の扱いを-,取材と並行して行ったため,書くために読むという意識が生まれた。

○　作品発表の場を補償することが,意欲の持続につながった。

d　発表できない項目も,新聞作りで消化できた。~さらに,他に自由調べをしたい七いう子も

.でてきた。

○~∴取材から意欲の低かった子やヾ2名いた。.1名は,・不幸でI嘩間休んだためみんなキ同じよ

うに進めなかった。Lもう1人は,調べることがめんどくさいという子である。進厚が遅れる

子と興味のない子に意欲を持たせる.手だてが必要であった。

(8)今後の課題

「めあて」をつかませ,問題解決の活動を体験させれば,次の「、めあて」へと発固す,ることが

わかった。また,一人ひとりの取材・_構想・.記述・:推疎能弁やつまずき串ヾわかり_,熔導の重点

がわかってきた。単元を構成する上で,徽師は.,いつどこでどのような力をつけるかを細かく

分析し,一人ひとりの国語力・自己教育力を伸ばしていかなければならない.。学習してお.もし

,ろかったと答えた子は,「できた」丁わかった」・とい.うわけを書いた子が孝や、った。丁できる」「わ

かる」が,裏打ちされた力の上に立つものになるよう,今後の研究を進めたい。(九本克巳)
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4.実践事例2　　-考え'を深める　　学図5年下-

(1).作文指導と学習のめあて

児童を取り巻く環境は,物が豊かにあふれ,何でも努力しないで手に入れることがゼきる。こ

の年め,児童は,受け身の立場に立たされることが多く,自ら積極的につくり出す体験に乏しい。

この傾向は,作文においても見られる。作文と聞くと,「え一つ。」という声で教室が埋まるのは,

そのよい例であろう。このような児童を,いかに自ら進んで作文に取り組むようにさせるか,と

いうことは,重要な課題である。

ここで取り上げる学習のめあてをはっきりとらえさせることは,一人ひとりの児童を主体的に

学習に取り組ませるための一つの有効な手だてであると考える。しかし,このめあてを設定する

ことは,めあてづくりだけを取り出して考えるべきでなく,作文指導全体の中や考えなければな

らない問題である。。そこで,作文の指導過程を,図1・のように「自主一集中一継続一成就」と続

く一連の児童の意識の流れの中でとらえてみた。

この活動の中で,学習のめあて作りの場は,

書く①の活動から,さらに書く②の活動へつな

ぐ「もっと上手に書きたい」という表現意欲を

どう起こさせるかに位置づけられる。つまり,

より高度な表現を目寸旨したいという探求心や期

待感を持たせ,何をここで学習しなければなら

ないかをつかませることが,.表現領域での学習

のめあてづくりになる。そのためには,記述前

の指導である,「書いてみようか」「書いてみた

い」という学習のエネルギーを引き出させる場

の設定が大変重要である。

(2).単元について

本単元は,意見文「農業をやっていきたいわ

たし」と解説文「書くことによって考えを深め

る」の二つの題材から成り立っている。この二つの題材を通して,自分の周りにおこる事象に目

を向けさせ,そ`の事象を通して感じたこと考えたことを読む人によく分かるような文章に書き表

すための留意点を述べている。そして,自分の考えをまとめ,深めることによ'って,書き手自身

が人間として成長していくことをねらっている。

児童はこれまでに,班ノートなどへ自分の周りで起こる出来事についての矛盾,憤り,疑問,

感想を述べている。しかし,その文章は,書くことによって自己満足を得るためのもので言読者

を意識した書き方をする者は少ない。そこで,ここでは,生活文と違う意見文の書き方について

学習させることにより,自分の意見を.読者に効果的に伝える方法を身につけさせ,自分達の生活

を向上させるための手だてとさせたい。

(3).指導のねらい

◎　生活を見つめ,その中でおこったできごとについて主体的に考えたり,調べたりして自分の

意見をまとめ,.事象と感想,意見を区別して書ぐことができるようにさせる。

・　自分の意見が読み手によくわかるように,・論理的な文章構成を工夫することができるように

させる。

・指示語や接続詞,文末表現を工夫して読み手によく分かるような文章を書くことができるよ

うにさせる。
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(4)単元の指導計画　　全14時間

児 童 の作 耳 今の 意識 次 ., .学　 ふ 習 ・　 活　 p・動

J

時 間

・書いてみよう一'か・・書いて一みたい 第 一次

第± 次 ・

第主 次

_ヽ

J
第 四次

●バ レン タインデ ーに学 枚ベ チ 喜.コ レ一 幸受 持 って来 . 1

°~1

:- 1

' 2

2

2

2

一十

書 けそう た ・書いでみよ う

J

る上 とにう い て話 し合 い, 良分 の意 見 を'書 く。1

●意 見 文 と して形 が整 って Liる例 文 と自分 の 書 いた史

l書 き始 め 底.一・一書 けた ; 、章 とを此 較 し, ~反 省 を書 く。

,寸

もつ と上 手 に書 きた い

つ

●各 自の学 習 の 画題 点 を もとに; ・本 単元 で の学 習 の め

あて と学 習計 画 を設定 す1る。.

こ う・書 けば よい ・●教科 書 の例 文 「農 要 をや っ七 い・きた いわ た し」 を通̀ ・

~トI

う ま く書 けた _

して, ひ.と り学 習の 方法 を知 る。 1

●い ろい ろ な例 文を ,・学 習の計 画 に鎚 い び と一り調 べ を

す る0

F●ひ と`り調べ の成東 を廃 衷 じ 意 見 文の 書 き方 につ い

て ま とめ る。'　　　　　　 l

i ベ レンタイ シデ 二・にら い ての 第二次 作 文 を書 く。

・-●読 者 を納醸 させ るための 方法 を具体 的 た練 習学習 し; ,2

1 0 ニ5

さ0 .5

・眉 分 の 文車 を推 敵 す る、こ'

~ ▲書 きあげ 長文 車 を読 み 合 い, 「バ レ ンタ・イ ン・デ ー と、)

チ ョ̀コ レ.1- ・ト」・忙 つ い てめ発 表会 を開 くF。

また 書 きた い

1

●第一 次作 文 と第二 次作 文 とを比較 し了学 密 の 成果 を

''ま とめ る:。

(5).学習のめあて作りの手だてと指導の実際

(丑　興味ある題材の設定_

l.作文指導のポイ、ン.トは,児童に「書いてみようPか」「書いてみたい」とノいう意識を持たせるこ

とだといわれている。・ここで取り.上げ_る意見文は五年生になうて初めて登場するものである。

_それだけに1題材は,∴自分達の身の周りのできごとのヰかち取り上げ,イ解決したい」「考えて

みたい」という切実な願望や問題意識に支え,ちれた活動を七・くむ必要がある。二　　　　、、

二　ここ_に取り」二げた「バレンタインデ「とチョ・コレ「ト」一についでは,ニこの期の児童,特に贈

る側の女子;t贈られる側の男子においても大変興味ある話題である;,・それは,ぺレンタインデー

が近づ.くにつれて召記や堆ノー「トに.よく書かれでいる話題であることからもわかる。`、しかし

‥本校では,,生活指導上の問題からチョマレ+トを学校内へ持ち込むこ七は禁止されている。と

ころが,贈る側の女子にとっては,簡単に引き下がれるような・問題ではないら↓い。と▼1し.-うの

は,本校の場合,他の公立校と違い,市内全域から通学してくるため,家へ届けに行ぐことは

、不可能である1d,どうしても周る場合は,学校で渡さなければならないのであ・る。チョフレート

を贈りたいと、いう女子の願いと校則との間には相反するものがある去　また,・贈ちれる側にとっ

て′もしこれまでの学校生活の中で,・.もらえる者七もらえ・な小者が出て阜た一り,贈られることに

よっておこる冷やかしなど,いろいろな問題があることを経験している。それだけに;男女と

も十千日分の考えを開けてほしいl」という.欲求に支えられた活動をしくむこlとが可能であると判

断し,この題材を取り上げた。
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②　書いてみようという意欲を

バレンタインデーが近づいた二月初旬,「バレンタインデーの日に学校へチョコレートを持っ

てくることについて」討論会を開いた。予想された通り,教室はほぼ男子と女子に二分された。

そこで,席を移動させて教室を賛成派・反対派に分けて話し合うことになった。「年に一度だけ

のことだから大目にみてもよいのではないかJ「広く社会でもチョコレートを渡すことがあたり

まえの風潮になっている。だから持って来てもよいのではないか。」とする女子と,「もらえな

かった者のことを考えてほしい。」「チョコレートはおかしだ。学校へおかしを持って来てもよ

いのか。」「校則がある。」などとする男子の意見が出される。話し会いは,たくさんの仲間がい

る中で意見が言えるという安堵感から活発なものとなり。なかなか収拾がつかず,ついには「愛

は自由だ。」などという感情論まで飛び出す始末である。そこで,「お互いの意見を相手に分かっ

てもらえるよう書いてみよう。そして,一人でも自分の意見に賛成してくれる味方がふえるよ

うにしよう。」と呼びかけ,第一次の作文に取り組ませた。

③　自らの表現の問題点を明らかに

児童は,バレンタインデーについての自分の考えを書きあげることにより,目的達成したと

とらえがちである。しかし,「書いた・書けた」という低次の満足感を持たせては,表現技術の

向上は望まれない。よ.り高度な表現を目指そうと努力する姿勢を児童の心の中に育てる必要が

ある。そこで,価値ある例文とめぐりあわせ,自分の表現を見直す場を設定した。そして,こ

の活動を通して,自分の表現の問題点を明らかにさせ,ここで学習したいことと,自分の文章

を読んでの反省を紙に書いて提出させた。資料1は出されたものを一覧表にしたものである。

④　学習のめあての設定　第一次3/3

一授業記録-

T　このプリシト(資料1)は,みなさん

がバレンタインデーについて書いた文章

と例文とを比較して,みなさんの文章に

対しての反省や学習してみたいことを書

いたものです。これから,この資料をも

とに,学習のめあてと,そのめあてを学

習する計画を立ててみたいと思います。

一資料1を配布-

T　それでは○君から順に自分の反省と,

資料1日分の文章と例文を比べてみて

ニ; ・・

●

童 二 ' 橋

e-●

瑠域 .雷爆
弾

.田 中‡l 治

一g一事.

-
浦称名貞†
儲

小田名 大

. 恕

_ 壽̀
増

す■th

当
学習したいことを読んで発表してください。

一資料をもとに全員が発表する。読む中で,同じグループに分けられることを理解させる-

T　みなさんの反省や学習してみたいことをまとめてみると,どんなことになるでしょうか。

C.ぼくたちの文章は読みかえしてみると,よくわからなかったところがあったけど,この前,

読んだ例文はよくわかる。読む人によくわかるような文章にするにはどうしたらよいか.。

C　みんなの文章は自分の意見を書いただけで,うったえる力がなかったように思う。

C　このプリントを見ると,相手を納得させるような書き方をしたいという人が多いと思います。

T　書いて見た時はこれでよいと思っていたけれど,例文と比べて読んでみると案外自分の文

章に読む人を納得させるような力がないことに気づいたようですね。みんなの意見をまとめ

ると,読む人を納得させるような文章にするにはどうしたらよいかということになるね。み

んなの学習したいことは,このめあてでいいですか。一挙草で確認・板書二

T　それでは,ノートに学習のめあてを書いておきましょう。いつもこのことを意識した学習
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をしていきましょう。学習が終わった時,納得させる文章にならでいる-か調べてみきしょう。
1

.それやま,湘手を納得させる文章にす盲には,守うすればよしや自分の予想をソ「トに書
・1

ざましょう'。二各自,自分の予想をノ二一トに書き,発表する-

自分がどんなことを1いしやいのか,自分,の考えをはらきりさせる。一
＼_

手の前の例文にもあったように十人から開l~い亘りし.たこ牢をまとゆたり,自今の経験.を生
1

かして書けばよい。
)

自分がなぜ々う.患う`のかと言う理由凄入れて書けげよい。
f

人め意見をよ一.く問ぎ∴それ七対-し'ての自分め意見を述べたらよ~い。　　　Ll

自分の立場を変えて,反対のこ人の立場にたう 0ヽ
　
・

...V
よ
1

・
と

るみてえ.考.・。
て

例をキくさん出して順序よく書けばよし㍉

まとめや書き出しに自分の意見を壷らて読む人によ′くわかるようにする。

題をよびかけふうにする。
l

ト了はないでしょうウリなど,_呼び牢、けるような文末表現にする、と.よ:いと車高ます.。

どんな例′を出してLiるか,いろ。いろな例文を調べてみればよ高と思います。

ぢいぶ万槙にまで話が進みましたねp

ぼくは,うまい人の作文をたぐさん読んで,`その作文に共通しているところ`をみうけたら

よ'いと患います。`そして,自分で書ぎ,謹み合ら悪い字ごろを直しそ-いくと納噂させる文
r

章になると思います。l

i　例文の中から'よいと'ころ`をみつ万るという方法は大切などとです。'`こいろいろな例文から,

どんなことをこれから調べていったちょいかまとめてみましよう。　　、
ヽ_、

C　読む人に訴えているところに埠をひき,考えがどこに出ているか見?けたら.よい。
、＼

G　読む人を納得さやるため∴どんな例力坤され.ているか錮べてみ`ると_よして。

-C　説明文の樽は;、人にわか・りやすくするた,め問題提示などしそらたので,どんな構巌をして

いるか調べてみる守よい。
.

T　いろいろな意見が出てきま工たね予こ
l

のほか.にもー○さんが吉った-よう′に;文末
l

;表現の主夫や;一段落と段蕗をつなぐ接続

詞の使われ方にも瀧草して調べて牟ると

.意見文の書_き方かよぐわかを幸思らます。

一以下略-

(6).埠導を準ネて

①.学習め.めあて作り_と児童の革識

ア　疲業実施直後め魂査から

表害.は,授業終了後,直ちに,受けた嘩

業の感想を五段階で記入させ,その学級ゐ

表2　学習のわあで設定現業の児童の感想
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l畠全体イノ二ジの頃日に率いて融ナ数値を
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りの授業を興味を持ち,しかも,学習をすすめる上で有効な方法としてとらえたことを示している。

イ　単元をふり返っての調査から

表3は,単元の学習終了後,児童に①この

学習をふり返ってやる気が出たのはどんな時

ですか,②意見文を書く上で役立った活動で

したか.について,単元の指導過程に従って,

五段階で評価させたものである。(5に近づく

ほどプラズイメージ,.・1に近づくほどマイナ

スイメージを示している)これによると,学

習意欲においては,バレンタインデーの話し

合いの後,意欲が低下している。しかし,学

習のめあてを設定してからは,児童は,意欲

を持って学習に取り組んでいる様子を読みと

ることができる。

また,それぞれの学習活動が意見文を書く

上で役立ったかどうかについては,学習のめ

あて作りや,めあて作りのための自分の作文

と例文との比較が,他の活動と比較して高い

表3　単元をふり返っての児童意識
たん　や　ふ　や　たん

宍+　や　了　や　とこ

1.ノヾレンタインデーの話し合い

2.第「回の作文

3.日分の作文と例文との比較

4.学習のめあての設定

5.'一人調べ

6.第二回目の作文を書く時

7.友だちの作文と此べる時

8.推こうして清書する時

9.発表会のとき

10.学習のまとめをする時

11.全　　　体

5はプラスイメージ

)　　1はマイナスイメージ

数値を示している。このことから,学習のめあての設定は,学習意欲を高めることに有効に働

き,また,児童にとっては学習を進めていくうえで役立つものであったことがわかる。

り　児童の感想から

学習のめあてづくりについて,児童は次のような感想を述べている。

・学習のめあてを昼っきりさせておくと,次はこれ,次はこれとその時その時に考えなくて

もすむカ;ら,授業がスム⊥ズに進むのでよいと思います。　　-授業の効率の面-

・学習のめあてを決めてよかったです。それは決めてなかったら,・はっきりいって,何をす

ればよいのか,何を身につけてよいかわからなかったからです。-学習内容の把握一一一

・　めあてをたてた時は書き方がわからなかったけど,学習のめあてをたてたら,これをがん

ばれば,いい文章が書けるかと思うと,がんばろうという気になった。-学習意欲の喚起

・・学習のしかたがわかった。それに,.めあてをたてると,達成した喜びを味わうことができ

る。

②　学習のめあてと指導のねらい

学習のゆあて作りは∴単元での指導のねらい

の達成に有効に働かなければならない。蜃4は,

意見文の学習の中で身につけなければいけない

六項目について,その達成状況を,めあて設定

前の第一次作文は自己評価,めあて設定後の第

二次作文は,自己評価と教師評価の二面から調

べた結果を表したものである。

どの項目においきも,学習のめあて設定前と

設定後では,達成状況に大きな差がみられ,学

習成果が顕著に表れている。しかし,この中で,

相手を納得させる例を出して書くという項目に

-学習方法の習得一一

表′4　児童作文の観点別達成状況　(37名中)

自　 己　 評　 価 教師評価

第一次作文 第二次作文 第二次作文

○ !△ i × O i △ ! × O i △ i ×

文末表現の統一と工
夫 51% : 4% i 5% 89% ; 0% :1 % 鵬% i8 叛 6 %

的確な接続詞の使用 11 : 40 : 49
吋 10 : 4 92 ; 8 : 0

納得する事例の提示 6 ; 17 i 77 糾 j33 i 3 59 i 32 ! 9

形式段階 17 i 26 i 57 お i 11 ; 6 89 ! 8 i 3

自分の意見をはっき

り述べているか
37 ! 28 ! 35 76 ! 24 ! 0 97 i 3 ;

0

読者にうったえる構
成か

3 j26 i 71 69 ! 29 i 2 92 i 8 j 0

○達成している　△ある程度達成している　×達成してし-ない

ー　33　-



・、・お′いては,他の項目と比べ数値が低五言これは児童が「人調べなどの学習を通して,.納得させる

事例につい.て深く学習し年こと,まや,納得させる具体性についての尺度がほうき私していなかっ

・.たためと思われる。。今後,取り立て指導の中で定着をは勅ケたい。:

③　児童作文例　　A児の作文から

あて設定前の第一次作文ア.学習
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`学習のめあてを設定することは,主体的に学習に淑・り組ませることができ・るという仮説のも

とに,作文領域その学習のめあて尋ぐりを1,「自主一集中で継続÷成就」と薗く一連の指導過程

の中や考え々みたよめあてづくりにつ高ての児童の反応は次みようにまとめられる。_
て

1

以上のことか、ら,学習のめあての設定は,児童を主体的に学習に淑り組ませるの広三有効な
Jl

手だてである七判断した。
、J

(8)今後の軍旗‥　　　　　　　　　　　　　　　　′一1.

こ土た述べた学習のめあてづくりは,自己教育力を育てるための一うみ事だでた七五すぎない。

l・・めあてを設定すれば自-ら学ぶ力がつぐふ.といえば言一概にそうとは示えない言紙面の関係で述べ

ることができなかっ.ためあてを追及する力をどう育てるかこ、学習意欲を痔続さ亙るためあ手だて

をどう取り入れるかなどにも,もらと目を向ける必要がある-。.また,・作文は本来,個の活動であ

る。今後,一斉指導の中での個別化ということについ七も∴もっと廉点をあてと考えてみ`たい。

(檀上健二)
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5.実践事例3　　-天下一の鎌　　学図6年下-

(1).児童は,学習方法を理解しているか。

六年生の児童に,「自分の力で学習をすすめていくとすれば,どのような順序で,どんなことを

学習していきますか。」という質問をしてみた。なぜこんな質問をしたかというと,「・学習のめあ

て」を考えるためには,・一応の学習の順序がわかっていなければいけないのではないかと考えた

からである。国語の学習をすすめていく基本的な事項,正確に音読,黙読ができるム　ことばの意

味がわかる。はっきりしないことばや漢字を調べてわかる。などのことと,学習をどんな順序で

すすめていぐか大まかにでもわかっていれば,より深まりのある学習ができるのではないかと考

えたからである。

調査A,(自分で学習をすすめる時の順序)

〔I〕物語文の場合~

学　　 習　　 内　　 容 ( 類　　 別 )

0 1 度全文 を読む。

○わか らないこ とば, 漢字 な どをノー トに書

き留 める。痢べ る。

○心に残 った所 を感想文に書 いてみる。

○中心人物の気持ちや考え方 を読 み とる。

●段落分 けをす る。

●段 落ごとに大切 な ところや, 登場人物 の

気持 ちが表れている と̀ころに線 をひ く。

●線 をひいた ところか ら課題 をきめ る。

○課題 を解 くために物語 を くわ しく読む。

●自分 の気持 ちや考えをノー トにまとめる。

●自分 の考 えと, 友だちの考 えを比べ るこ

○主題 を読 み とる。 -
○感想文 を書 く。

〔II〕説明文の場合

学　　 習　　 内　　 容 ( 類　　 別 )

○文章を読む。
l

I・ 丁
○わからないことを辞書でひく。

I○だ い じな こ と を ま,とめ る。

●何 に つ .い て 説 明 して あ るか 。

●筆 者 の 感 想 や 事 実 を ま とめ る。

●筆 者 の 考 え を・ま とめ ろ。

○筆 者 に 対 す る 自分 の 意 見 を考 え る。

〇 日分 が 調 べ て み た い こ と を調 べ る。
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〔Ilり　作文の場合

学　 習 , 内　　 容
11　 ( .畢 一一本 )

l　　　　　　　　　　　　　　　　 J .

∵・、○ 主 に か̀ き .た い こ とを 考 え ・る ふ i

〇 日　　 √　 め る ・-
ò　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　 ・ヽ J J

J_ヽ l
1・○ 書 く順 序 を 考 え や 〇・一・　 ,

○ 書 き だ し　　 ∴ る

1日　　 一　　　　 之　 0 .
l○ あ ん な が 読 み や す い よ うっこ書 く′。

○ あ 完 太 上 と', 、・自 分 で し た 土̀ `と を 書 ぐ 。
I 丁ヾ

○ 中 心 に な る と こ ろ を 書 く 。
1

〇 日 分 の 気 持 ち を 書 く 。

ll
○ 敬 体 文 な ら 敬 体 文 , 常 体 文 な ら 常 体 文 と ,

き ち ん と ど ち ら を か く か 決 め て 書 く 。

○ 読 み な お す -。一~~

○ 清 書 す る 。

r

こめ調蚕を見る事児草野持ら

腎めめ`ぁて」をはっぎ

る▼
い

∴
て

.

　

　

1

は
う

、
に呵るせさ

1
り

享は今後め研究課題としてお・き
l　　-　　1　　、　　　　　・一　　　　　　　　　　・

(2).土れ境でに;どんな:「学習

O
.

い
」

た
r

あ
.

め
∵

の

六牢「奉現ゐ研究十に執ナ為も
l　　　　　　　　　～

‖教師め働きかけ言　　▲

◎「簡疎でわかりやすい表現
1　　　　　1

とはどんな表現か調べたい
l

が.どうすればよいか。.
-

②　イ叫の学習」:ガルタ▼をiつ

・lqくっていくた吟にみんなが
l

これから学習していかな凍

ればいけな・いことを発表し

なさい。

」

　

1

.

0

て
十
の

学
⊥
ヰ

習Iの順序や内容にかなりゐ差があ′ることがわかる言学
・ヽ.、・

の個人差を配慮しそお示なけ由ぎならならが,..このこ
＼

.

を考え事か。

(一書迂)`

児童が考え.た丁学習のめ、みて」
-＼

l'教科書め文章を読んで調べてみよう。

l
一一′　　　　′　、ヽ

㍉●辞書で「簡潔」-とし?う意味を調ベtよう.。
ヽ▼ヽ

一、†身の回りにある簡潔な奉現を探して集りてみよう。し

一一●1ことばの調子を調べてみる。・-.(俳句!短歌など)

●カルタのことばの音数は,何音が多レナ申、て　　　i

●こ七ばあつめをするP。

F一一●カルタの文の作り方を知る。一寸カルタをあつめて研究する。i)

●情景がうかぶような文の作り方を研究する。

六年「最後の授業」におけるもの(一部)　　　　　　　　　　　　　　　,
.ヽ

読み深めるための「学習のめあて」▼_(A児)_

①　フランツにとって,聴後の授業は,どんな意味をもっているか。

②　フランツの考えや,行動を調べ、一日分の日儒生活上比べて意見をかく。

③-フラン,ツ?フランネ琴柱対する授業の前と後の変化をまとめる。　　l

④了メ汁元重めカンス串や,-ァランスに対する考えをませめる二言めノ≠ノ

⑤・`登場人物の気持ちや㍉行動lの琴化を本文に従って;まとめる。寸そ・ゐ痔の包有あ意鬼をかく。)
一人

ム`~l~　~

l　　　　　　　‡～

!　1

ミ3t.「学習のめあて」と児童の反応。

丁学智のめあて」iをはらきり~させ七学習に取り組むと児童は,どんな反応を示すやあろ′ぅか。
.

①　丁詩集づぐり十∴「酎酎どこづしかな~高詩集をつくろう十の学習首線えて二'
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詩集作りをして…_

ある1冊の詩の本を読んで,(ああ,この詩は,いいな。)

と感じたのを,5つ写しました。私は,さわやかな感じの

詩が好きなので,詩集を「朝の色」にしました。

朝の色という詩は,すごく気に入っています。短い詩だ

けど,なんとなくわかりやすく,心がやわらぐようです。

、表紙は,山の中にある小さな家。やっぱり,さわやかとい

うのは山や海などが似合うから……そうしました。

私の詩は,6つ詩を書きました。学校で作ったものもあ

るし,家で作ったものもある。内容は,まったくちがう。

(6つもよく書いたもんだな)と後から思ったけど,その

時は,ほんとに思ったことを書いているし,窓からポプラ

の木を見てかいたこともあった。だから,詩は,自由にか

くことができるし,それを自分だけの詩集にすることだっ

てできた。初めての詩集で,もう作ることがないかもしれ

ないけど,また,(作ってみようかな。)とか思ったりした

ら,作って大人になって,それを見るのも楽しいかな,と

か思っています。

写したりするのに,ずいぶん時間がかかったし,大変だ

ったけど,できあがっ'てみると(作ってよかった./)とか

思いました。

詩集をつくって…

わたしは詩集をつくる時,なんだか,一人だけ浮いて喜

んでいたのではないかと思います。なんとなくです。だっ

て,いろいろな詩が読み味わえ,とってもおもしろいから

です。

それに,わたしは今まで,図書館では,物語とかあーゆ

うものしか読んだことはありません。いざ,詩集を読むと

本当に楽しいです。自分の詩集を作って,わたしが,たく

さん用いたのは,北原白秋という詩人の方のを多くこの中

に入れました。

わたしは,最初のころ,どんな詩が有名で,どんな風に

やっていけばいいのかわかりませんでした。わたしもそこ

は(自分のは,すばらしい(?)ものにしたいナ‥・)と思って,

伝記を読んで,その人の業績を調べたりしました。そこで,

わかったのが,北原白秋という人でした。それに,少し,

味わい方などが,わかりました。一番に難しかったのは,

自分が詩を普くということでした。

また,いざとなると書こうと思ったことが,かけなし、ん

ですヨネ一。インフルエンザが最近あったから…というの

でやりました。

できた時は,喜びの一しゅんというような感じがした。

②　「天下一の鎌」の学習を終えて。…自分で六時間分の「学習のめあて」を決めて,一人調

べをし,主題を話し合ったあと,自分で学習のめあてを決め解決していく授業と,教師が課

題を決め解決していく授業のどちらの方法が自分にとってやる気になるかと問うた反応。

ア・自分が学習のめあて,学習計画をたててする方がよい。

・文章に自分なりの方法で取り組める。(最初にこんなことをしてみなさいの助言がほし

い。)

・自分で調べなければいけないと思う心がでてきて,学習していく気になった。

・・:自分でよくわかるし,やりやすい。・自分にきちんとできる。

・疑問にすぐに取り組むことができる。・最後まできちんとやる気になる。

・自分の力が出て,やる気がする。　・自分自身でいろいろなことを調べられる。

・自分で考えたことが考えの通りにできる。

・自分の思いや気持ちを順々にまとめていける。

・先生が決めてやるとき,自分のめあてとちがうと自分の考えた本当の気持ちが出せない。

・めあての良い悪いが,自分でよくわかる。・一時間にこれだけは,・と思うとやる気にな

る。

・自分のわからないところを自由に調べていくことができる。

・自分でめあてを決め,自分で解決するので,おも.しろくてやりやすかった。

・友達と違うことを,自分で解決していける。

・めあてを決めて,それにつきすすんでいく方が,自分の考えをもてるし,やりやすい。

イ・教師が課題を決めてする方がよい。

・自分でめあてを決めても,どうしても計画とちがってくるのであせってしまった。

・一つの課題だと,それについてみんながし?ろんな意見をだしていける。

・自分でめあてを決めてやっていく途中でわからないことがあったり,決めためあてが自
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分では解決できないことがあった。

・途中でめんどうになったり,わからなくなったりした。

ウ　どちらでもよい.?　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

・日分で決めてやるのは,自分がやってみたいと思う所ができるし,先生が決めるの'は先

生と相談する時など,ぐわしぐ教えてもらえるから。　　-

、以上にみられるように,、、.児童は,イ学習のめあて」′lせはっきり持って学習するこ;とで学習に革

欲坤こ取り租んでし-けるということが明らかである。

(4).題材について　　　　　　　　　l
l

幼い時から気が強か`っ・た農かじ工の子,和書が名のある刀かじになることを夢みそ父の説くこ

とを聞かず都にのぼり当代名門の刀享に弟子入りをし,′人に言われぬ苦労の末,みかどの守り刀

を師にかわづて打つことになる。しか・し修業中も守り刀を打つ時も心の中にあったのはi名のあ

る力かじになることやあり;世の中の人々.の生活の安定や幸福を願う少には!自今力亘廿をづむう

てしまっていた。こうした考えをつらぬい`たために打ちあが?た献上の太刀に白彿の身こも心も命

までも打ちこんでしまうこと一に'なる。こめことが間違っていると気づくのは,師行光のことば「・‥

心を失っておる。」「…他豆まき的、を綽らて打て1,……天下「_を撃んでうて-とは申さなからた,。ノ

…‥、・。」以後のことになる。厳しい修業に耐えられたのは,和書の心の中に名のある刀工になると

いう強い志があったことは間違いないが,それにプラスして人々の幸福を願う心も`持たねばなら

ぬと作者は言いたいのである。このこ_とをしっかり文章に促して読み取らせなければ,この物語

.せ読む意味はないと思う完

(5)`指導のねらい

◎「天下一の鎌」を読んで名の・ある刀工になろうとした主人公が,献上太刀を打ち終わった次の

朝,門を出奔し,父の言葉の意味を理解し無名の農かじとして生きていくことになるまでの心情

に共鳴し,こ・一豊かな心情を′養うようにさせる。.

・主人公和吉のかじの仕事に対する考え方と,父や師の考え方とを対比して考えさせることに

より,人の生き方,人間の幸福とは何かを考えることができるよう.にする。.

・作者がこの物語を通じてうったえたかったことを本文の表現に注意して読むことができるよ

うにする。.

(6)学習のめあてをはっきり′させる手だてと指導の実際

(丑　第一時間目で全文を通読して一次感想文を書く。範読・黙読の後心に残ったことを中心に

一次感想を書かせる。書かれた感想文の主な内容は,次の通りである。

~ノ七年間の苦労がやっとかない刀を打ち終わった勘　和書は弟子をやめてしまいます。そして

世の中のためにそのうでをつくすのでしたb　でもこのことは,和書のためになったと思います。

和吉の心を読みとった行光,期待しすぎてありのままに表現できなかったのかも‥・ひそかに

喜んでいたというのに,和書にはその心が読みとれなかったの.だ。・

和吉は,・途中でよくぞ目が覚めたと思う。一父の言葉の意味をよぐ理解した。、京の近くのすば

らしい農かじとは,行光の弟子をやめた和吉ではないかと思う。

二和吉の気の強さには負けま1した。父の気持ちがわかってもそのことに少しも目を向けようと

はしなかった。自分が家を出る時から自分の意志をしっかりもっていた。、..

和書は粟田口行光のやしきを出たあときっと父と同じように,くわ鎌など人の命を支えるも

のをつくろう、と決心したのだと思いますム・行光もいい人だなあと思い甘_した。`、和吉をほめたい

気持ちをおさえて殺気をこめた太刀をうってはいけないと教えたかち,和吉が農かじになった
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のだと思います,。

和書の根気には感心した。でもどうして和書は行和という名をもらえたのに出奔したのか,

何の考えるところがあったのかわからないところです。

和吉は,せっかく天下一の刀工になれたのに農かじになった。どうしてそんなことをしたの

だろう。

②　一次感想を話し合い学習のめあてをまとめる。

感想をプリントし,そのプリントを読み感想の分類をする中で,一人ひとりが学習のめあて

をはっきりさせ,ノートに書いていく。

③　各自の学習のめあてをプリントし集計すると大体次のようになった。

④　学習のめあてをもとにして,六年生の最後の教材として自分の力で学習計画(六時間)を

たて,一人調べをすすめていく。その後,自分のまとめたことをもとにして主題は何かを考

え,.話し合う。　以下一人調べのノート。

・和吉は,どうなったか。(予想物語を

かく)

・和吉の修業の時の気持ち。

・段落ごとに和吉の行動を読みとり,ま

とめる。

4　・段落ごとに和吉の気持ちを読みとり,

京に出てくる前の農かじの時の気持ち。21　まとめる。

・出奔した時の和吉の気持ち。

・和吉が,父の言ったことをきいていた

ら,どうなっていただろうか。

・和吉は,なぜ日本一の刀工になろうと

したのか。

・和書の一生を年表にまとめる。　　　　8

・もし出奔しなかったら,和書はどうな

っていたか。

・一門に代って打ってみよと言われた時

の気持ち。

・和吉が行和という名をもらったのに出

奔したのはなぜか。

・父の姿が目にうかんだときに和吉は,

何を考えたか。

・和吉の心の動きをおってぬきだす。　　5

・和吉の性格のあらわれているところをかく。4

・天下一の刀を作るようす。

第一次感想についてみんなの意見をきく。

・各段落の要点をとり出して主題をつか

む。

・和吉の人がらを知る。

・和吉が天下一の刀工をやめて,農かじ

になったのはなぜか。

・和吉をすぐ弟子にした行光の気持ちは。5

・和吉は,なぜ目が覚めたのか。　　　　5

・行光はなぜ,言葉に出して和吉をほめ

なかったか。

・行光は,なぜなみだをためたか。　　　3

・和吉の根気強さがどんなところに出て

いるか。
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(7)授業の考察

一人調べで自分の学習のめあてを追求す

ることで確かに意欲的に学習にとりくむこ

とができた。しかし,一人調べをする中で

疑問に思ったことなどを話し合う時間がと

れなかったために主題を話し合う時に深ま

りが今一歩であった。

一人調べをする中で疑問に思ったことな

どを追求していくことが,真の学習のめあ

てとなるのではなかろうか。今後は,この

点に力をおいて授業をより自主的なものに

していけたらと思っている。

(8).今後の課題

自己教育力,自ら学ぶ意欲をつけるために学習のめあてをはっきりさせて学習に取り組ませよ

うとして,学習の場づくり,学習のめあてを一人ひとりにつかませる授業をすすめてきた。こう

したとり組みをすすめる中で,国語科としての基本,音読,朗読,黙読の力,ことばの力,漢字

の力などがしっかり身についていないと深まりのある学習のめあてが考えられないことがはっき

りしてきた。今後は,基本的な力を身につけさせる手だてとあわせて,学習のめあての深まり,

学習方法の確立をめざして研究をすすめていきたい。　　　　　　　　　　　　　(岩田俊徳)
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